
・ごみの減量化・資源化に関する事項の審議並びに事業の推進を図る。
・自治会等の公共的団体が自主的に資源ごみを回収することで、ごみの減量化・資源化並びに地域コミュニティの育成を
推進する。

平成28年3月に中間見直しを行った、一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（改訂版）に示す目標達成のための施
策を展開していく。また、もったいない市、ぐるぐるマルシェを継続するとともに品目の拡大など、さらなる取り組
みの促進を図っていく。今後の
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妥当性
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貢献度

A

平成28年3月に廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき策定が義務付けられ
ている、一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の中間見直しを廃棄物減量等推進審議
会に諮問し行った。また、ごみの減量等を促進するため、もったいない市、ぐるぐる
マルシェを実施し、住民の意識の高揚に貢献した。

A

平成28年3月に廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき義務付けら
れている、一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の中間見直しを行った。また、
3R（リデュース・リユース・リサイクル）を促進するため、もったいない市、ぐ
るぐるマルシェを実施した。A

A

A

目

標

ごみの3R（リデュース・リユース・リサイクル）の推進。
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一般財源

27,095
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A

A

A
A

A

人件費

公債費

内
訳

11,629

0

事業費（決算額） 15,466

7,682

0

13,472

3,947

0

1,994 (千円)

 (千円)

 (千円)
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